
の
で
あ
る
。
日
毎

に
參
詣
者
は

こ
ゝ
の
水
池
で
案
内
者
に
悲
慘

な
物
語
を

開
か
さ
れ

て
、
賽
錢

を
投
ず
る
。
日
本
で
は
家
族
的

の
愛
情

が
強

い
、
親

子

の
愛
情

や
子
供
同
士
の
愛
情
が
愉
快

に
見
え
る
。
子
供
を
手
荒

く
打
ツ

た
り
、
こ
づ
き
廻
は
し
た
り
す

る
事
は
な

い
。
通
路

で
も
子
供

の
泣

い
て
居

る
の
や
、
喧
嘩
を
し
て
居
る

の
を
見
た
事
が
な

い
。
し
か
し
孝
行
も
過
ぎ
た
る
は

及
ば
ざ
る
に
如
か
ず
で
、
我

の
こ
の
國

に
あ

ツ
た
時

に
、
殺
人
事
件
が
あ
ツ
た
。
種

々
詮
義
を
す
る
と
殺

人
者
の
母
親
が
眼
病
で
醫
師

が
處
方
を
し
た
に
は
人

の
生
膽

を

食
は
す
れ
ば

立
處

に
治
す
る
と

あ
る
の

で
、
孝
行
の

一
心
に
母
の
眼
病
を
治
さ
う
と
て
自
分

の
妻
を
殺
し
た
の
で
あ
ツ
た
。

日
本
美
術
が
日

本
美
術
品
評
者

の
稍
賛

を
博
し
て
居

る
も
の
は
、
多
く
は
日
本
の
故
實
を
知
ッ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
解
す

る
こ
と
が
出
來
な

い
が
、
古
代
の
木

彫
は
西
洋
美
術
と
仝
く
殆
と
通
俗
で
あ
る
。
で
屡
寫

實
の
最
頂
點

に
達
し
た
も
の
が
あ
る
。
佛
像
は
そ
れ

相
等

の
由
來
が

あ
り
、
解
剖
學
も
誇
大
に
し
表
情

も

不
自
然
で
、
四
肢
も
隨

意

の
數
に
す
る
等
が
、
彼
等

の
眞
技
を
損

し
て
居
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
名

僧
等

の
立
像

に
製
作
が
單
簡
で
品
位
が
あ
る
の
で
あ

る
。
知
己
の
竹
内
氏

は
興
福

寺
の
重

も
な

る
彫
刻
像
を
模
造
し
て
シ
カ
ゴ
の
博
覽
會

に
出
品
し

た
。
其
後
東
京

上
野
の
美
術
博
物
館
に
陳
列
し
た
。
古
昔
の
巨
匠
中
で
は
運

慶

は
恐
ら
く
有
名
な
も
の
で
あ
ら
う
。
此

の
彫
刻
家
は
十

二
世
紀

の
名
家

で
。
氏
の
作
品
乞
食
僧
は
京
都

の
三
万
三
千
觀

音
に
あ
る
。
痩
こ
け
た
老

僧
が
薄

い
衣
を
着
け
て
、
左
の
手

に
施
物
を
捧
げ
て
居
る
。
實
に
ロ
ー
ヂ

ン
の

作

と
比

肩
す

べ
き

も

の
で

あ

る
。
(
つ
ゞ
く

)

ア
ル
フ
レ
ッ
ト
、

パ
ル
ソ

ン
氏
は

英
國
現
時
の

水

彩
畫
家
な
り
此
紀
行
は
曾

て
吾
國
に
來
朝

せ

し
時

の
紀
念

に
も
と
紐
育
に
て
出
版
さ
れ
し
も

の

な
り

。

使
用
最
簡
便
の
三
脚
几
自
製
法

予
の
昨
春
來
自
ら
用

ひ
又
同
人
に
分
ち
た
る
自

製

三
脚
几
は
長

一
尺
七
寸

の
棒
を
上
口
七
分
末

口
五
分
中
を
膨
ら
め
て
丸

く
削
り
先
第

一
、
第

二
脚
を
交
叉
釘
着
し
第
三
脚
は
第

二
脚

に
交

叉

釘
着
し
た
る
上
更

に
第

一
脚
と
の
交

叉
點
に
短

釘
を
突
起
状

に
植
ゑ
以
て
第

一
脚
に
穿
て
る
穴

に
嵌
む
る
。
上
面
は
布
張
り
下
端
は
細
繩

に
て

三
ケ
の
脚

を
連
絡
す
組
立

て
疊
込
み
共

に
二
擧

動
で
成

る
(
靜
遠

)
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